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湯
沢
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町
民
憲
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投
票
Ｈ
　
ｌｌ
月
９
ロ

Ｈ
月
９
日

（日
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。

投
票
で
き
る
人
は

，

○
満
２０
歳
以
上

（昭
和
５８
年
Ｈ
月

１０
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の

日
本
国
民

０
３
ヶ
月
以
上

（平
成
１５
年
７
月

２７
日
以
前
）
湯
沢
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
し
て
あ
る
人

投
票
時
間

一
部
繰
り
上
げ

投
票
日
当
日
は
、
町
内
Ｈ
ヵ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

一
部
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
と
に
時
間
線
り
，ゃ

上
が
り
ま
す
。

（下
表
参
照
）

投
票
所
入
場
券
は

１０
月
２８
日
に
発
送
‐

一
拠
黒
所
入
場
券
は
Ю
月
２８
ｈ
∫

（火
ゝ
に
郵
便
で
発
送
す
る
予
定
で

，
す
。
入
場
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
中

身
を
確
謁
ビ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は

い。
ヽ

１０
月
２８
町
が
ち

当
日
や
む
を
得
な

い
用
務

の
た

め
、
投
票
所

へ
行

っ
て
投
票
で
き

な

い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

回

回

田

１０
月
２８
日

（火
）

，
　

～
１１
月
８
日

（土
）

※
国
民
審
査
は
、
１１
月
２
日

（日
）

か
ら
と
な
り
ま
す
。

日午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

賜
団
口
■

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

∪

（役
場
１
階

。
中
会
議
室
）

※
入
場
券
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。
（入
場
券
が
な
く
て
も
投

票
は
で
き
ま
す
。
）

こ
の
ほ
か
、
指
定
病
院

（施
設
）

に
入
院

（所
）
し
て
い
る
場
合
、
長

期
個
逮
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
場

合
な
ど
、
投
票
所

へ
行
け
な
い
理

喘
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
の
手
続

き
や
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お

・
聞
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問

い
合

わ

せ
】

ｒ

湯

沢

町

選

挙

管

理

委

員

会

ヽ

□
７

８

５

●
２

１

３

３

硼

７

８

５

●
２

１

４

４

Ⅲ
∩
＼

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
「

保育園入園児童募集・・ ウ・・ と,● ●●

インフルエンザの予防について・・ C争 ●

湯沢高校の明日を考える会設立総会開かれ

簡単な英会話&異文化研修会・・ ,・・・
国保 。・・・・ ●●●●●●,● ●●●●
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い

主

な

内

容

投票区 投票所

第 1投票区 渦沢町公民館浅貝分館

第 2投票区 二居集会所

第 3投票区 三俣小学校

第 4投票区 七谷切生活改善センター

第5投諜区
t( ―二.こ‐

弾

―
・           !

韓 4J哺,|
第 6投票区 神立中央会館 (栄町)

第 7投票区 土樽小学校

第 8投票区 滝之又会館

第 9投票区 松川生活改善センター

第 10投票区 湯沢町公民館

第 11投票区
r湯
沢小学校

‐ 年前 7時開所 。午後 8時閉鎖
(※第 1・ 2・ 3・ 4・ 9投票区は午後 7時閉鎖)



保育園名 所在地 定員 電話番号

常設

神立保育園 平沢 60人 784-3616

土樽保育園 萩原 120人 787-3257

中央保育園 石白 120人 784-… 2071

湯沢保育園 楽町 60人 784‐-2502

僻地 浅貝保育園 浅貝 30ノ( 789-2110

に
保

育

口

Ａ

口

児

童

幕

集

『

平
成
１６
年
度

の
保
育
園
入
園
児

童
を
募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望

す
る
場
合
は
、
終
ず
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ

い
。

３
歳
未
満
児
に

つ
い
て
は
、
緊

急
を
要
す
る
と
誕
め
ら
れ
る
も
の

以
外
は
年
度
途
中
で
の
入
園
は
で

き
ま
せ
ん
。
平
成
１６
年
度
中

に
育

児
体
業
が
終
了
す
る
な
ど
、
ど
う

し
て
も
途
中
入
園
が
終
要
と
な
る

方
は
、
募
集
期
間
中
に
各
保
有
園

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児

童
が
平
成
１６
年
度
の
入
園
承
諾
を
ｒ

受
け
て
い
る
場
合
で
も
、
各
保
育

園
か
ら
配
布
さ
れ
る
継
続
入
園
確

誕
書
の
提
出
が
蜂
要
で
す
。

【募
集
期
間
】
　

　

・

Ｈ
月
―
日

（土
）
～
１７
日
六
月
）

【申
込
書
】
　
　
　
　
　
　
　
′

な
保
育
園
及
び
住
民
課
保
育
係

（配
７
８
４
●
３
０
０
１
）
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

一
【箕
付
場
所
】

各
保
育
園

´
【事
情
調
査
等
】

３
歳
未
満
児
及
び
新
入
児
に
つ

い
て
は
、
各
保
育
園
で
面
談
を
行

い
ま
す
。
　
　
　
　
．

な
お
、
申
込
内
容
に
不
萌

な
点

が
あ
る
場
合
に
は
、
電
話
等
で
事

情
を
お
伺

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

＋
，

。【
入
園
決
定
】

平
成
１６
年
２
月
中
旬
頃
に
通
知

し
ま
す
。

Ｏ
常
設
保
育
国
で
は
次
の
保
育
を

行
い
ま
す
。

・
延
長
保
育

（午
前
８
時
～
午
後
６
時
）

。
乳
児
保
育

（生
後
１０
ヶ
月
～
、
中
央
保
育
国

で
は
生
後
６
ヶ
月
～
）

f

〉

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
■
月
執
行
予
定
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

湯
沢
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（日
本
国

民
で
あ
り
、
満
２０
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
ヵ
月
以
上
湯
沢
町

に
住
所
を
有
す
る
人
）
な
ら
誰
で
も
立
会
人
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

投
票
立
会
人
は
、
何
人
に
も
干
渉
さ
れ
ず
、
独
立
し
た
立
場

か
ら
選
挙
事
務
に
立
会
い
、
選
挙
が
公
正
に
執
行
さ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。
民
主
主
義
の
原
点
と
い

わ
れ
る
選
挙
と
は
ど
ん
な
も
の
か

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
　
、

【投
票
日

（予
定
】

■
月
９
日

（日
）

【勤
務
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

午
前
６
時
４５
分
～
午
後
８
時
１５
分

一
【報
酬
額
】

１
４
，
４
４
０
円

（税
引
き
後
）

昼
食
及
び
夕
食
は
選
挙
管
理
委
員
会
で
用
意
し
ま
す
。
た

だ
し
、
昼
食
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

【申
込
】

■
月
３
日

（月
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
じ
て
く
だ
さ
い
。

（Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
可
）
申
込
書
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
む
受
け
付
け
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

阻
７
８
５

●
２
１
３
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

脚
７
８
５

●
２
１
４
４
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
わ
が
国
最
大
の
感

染
症
で
す
。
今
年
も

流
行
の
季
節
が
や

っ

て
き
ま
し
た
。

特
に
お
年
寄
り
や

お
子
さ
ん
が
か
か
る

と
重
症
化
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
日
ご
ろ

の
体
力
づ
く
り
に
加

え
、
予
防
接
種
を
受

け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
う
や
っ
て
う
つ
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
患
者
さ
ん
の
く

し
ゃ
み
や
咳
の
飛
沫
を
直
接
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る

場
合
と
、
床
な
ど
に
落
ち
た
ウ
イ
ル
ス
が
ほ
こ
り
と

と
も
に
舞
い
上
が

っ
て
、
空
気
中
に
た
だ
よ
い
、
そ
れ

を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
感
染
す
る
場
合
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
？

①
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
近
づ
か
な
い
た
め

に
流
行
時
に
は
で
き
る
だ
け
人
ご
み
は
避
け
ま

し

ょ
う

。

③
外
出
か
ら
帰

っ
た
ら
、
う
が
い
、
手
洗
い
の
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
剤
作
用
の
心
配
は
？
ｆヽ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
、
そ

の
あ
と
が
赤
み
を
帯
び
た
ヶ
、腫
れ
た
り
、痛
ん
だ
り
、

わ
ず
か
で
す
が
熱
が
出
た
り
、
寒
気
が
し
た
り
、
頭
痛

や
全
身
の
だ
る
さ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
普
通
は
２
日
か
ら
３
日
で
治
り
ま
す
。
ま
た
、

わ
ず
か
に
接
種
、後
数
日
か
ら
２
週
間
以
内
ビ
頂
痛
い

け
い
れ
ん
、
運
動
障
害
、
意
識
障
害
の
症
状
が
現
れ
る

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
ま
れ
な
例
で
は
、

シ
ョ
ッ
ク
や
じ
ん
ま
し
ん
、
呼
吸
困
難
な
ど
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
機
種
を
受
け
る
前
に

予
防
接
種
は
、
健
康
な
方
が
元
気
な
時
に
受
け
る

こ
と
が
原
則
で
す
。
気
に
な
る
こ
と
や
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
担
当
の

医
師
や
看
護
師
、
福
祉
保
健
課
の
保
健
師
に
質
問
し

まヽ
！
〕
ょ
うつ
。

予
診
票
は
医
師
が
接
種
の
可
否
を
決
め
る
大
切
な

情
報
で
す
。
接
種
を
受
け
る
方
が
責
任
を
持

っ
て
記

入
し
、
正
し
い
情
報
を
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
介
穫
が
必
要
な
方
を
か
か
え
る
家
族
の
方
の
悩
み
や
不

安
を
軽
減
し
た
り
、
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
機

・会
と
し
て
、
介
護
者
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

今
回
の
教
室
は
、
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
が

「よ
り
元
気
に
」
を

テ
ー
マ
に
計
画
し
ま
し
た
。
後
半
は
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日

・■
月
１４
日

（金
）

０
会
場
　
　
　
　
　
　
‐
　

‐

総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
２
階
保
健
事
業
室

０
内
容

・
時
間

［教
室
］
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分
　
　
ヽ

講
話
及
び
体
操

「介
護
者
の
方
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

・講
師
…
関
日
　
陽
子
氏

（
エ
リ
ア

・
ド
ゥ
２‐
）

＊
タ
オ
ル
を
お
持
ち
に
な
り
、
運
動
を
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

［
つ
ど
い
］
午
後
２
時
４０
分
～
３
時
３０
分

座
談
会

（質
問
な
ど
自
由
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。
）

０
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

０
申
込
方
法
　
　
　
　
　
へ

■
月
７
日

（金
）
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

［教
室
］
ま
た
は

［
つ
ど
い
］
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

●
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

皿
７
８
４

●
３
０
０
０

つ Ⅲ

◆
予
防
接
種
は
ほ
ん
と
う
に
効
く
の
？
　
　
　
　
‘

１
０
０
％
乾
は
ぃ
き
ま
せ
ん
が
、
有
効
性
は
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人

の
約
～
罰
％
は
、
も
し
予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ
ば
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
ず
に
済
だ
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
か
か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
済
と
と
い

う
効
果
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，ｉ

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
マ

す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
、
そ

の
効
果
が
持
続
す
る
期
間
は
５
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
ま
‐

す
。
　
，
　

　

　

　

　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
，

介
護
者
教
室
の
お
知
ら
せ

・

”
ｋ
●引

中
ｔ
　
●

じ

(3)
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県
救
有
委
員
会
が
公
表
し
ま
し

た
中
長
期
高
校
整
備
再
編
搭
備
計

画
案

の
中

に

「平
成
隠
年
度

に
湯

沢
高
校
の
募
集

を
停
止
し
、
平
成

２０
年
度

に
は
、
六
日
町
高
校

へ
統

合
す
る
。
」
と
の
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、

１０
月
６
日
、
湯
沢
町
公
民
館

に
お

い
て
、
「湯
沢
高
校
の
明
日
を
考
え

る
会
」
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

こ
の
会
は
、
湯
沢
高
校

の
存
続

運
動
、
町
民
に
対
す
る
啓
発
運
動
、

明
日
の
湯
沢
高
校
の
模
索
を
目
的

と
し
、
会
員
は
、
湯
沢
高
校
後
援
公

長

の
村
山
隆
征
町
長
を
は
じ

め
、

各
保
有
園
及
び
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
な
ど
で
す
。

総
会

の
中
で
は
、
会

の
役
員
も

下
表
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
署
名
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

昇

（原
新
田

・
前
湯
沢
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

薫

（戸
沢

・
湯
沢
高
校
ｆ
Ｔ
Ａ
会
長
）

望

（三
俣
二
・
湯
沢
高
校
同
窓
会
長
）

良
江

（浅
貝

。
湯
沢
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

好
幸

（原
新
田

・
湯
沢
高
校
学
校
評
議
員
）

重
幸

（古
野
二
・
湯
沢
高
校
卒
業
生
）

『蕩
豫
濡
‐校
め
， 現

一一一一一
一

一
．　
　

■

一設
一醜

:i!:, ::ヨ

ーー
 t i        :

■
会
長
高

山

■
副
会
長

青

山

村

山

鶴

渕

■
事
務
局

南
雲
南
雲

（敬
称
略
）
、

こ
の
会
で
は
今
ま
で
、
総
会
及
び
２
回
の
幹
事
会
を
行

っ

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
「湯
沢
高
校
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
ら
困

る
。
」
「う
ち
の
子
が
行
け
る
高
校
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
」

「今
の
ま
ま
の
湯
沢
高
校
だ

っ
た
ら
な
く
な

っ
て
も
仕
方
な
い

の
で
は
。
」
「新
し
い
魅
力
を
創

っ
て
良
い
高
校
を
目
指
し
、
再

出
発
さ
せ
た
ら
い
い
。
」
な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

単
に
湯
沢
高
校
を
残
そ
う
、・
と
言
う
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
町
に
と

っ
て
本
当
に
必
要
な
の
か
、
皆
さ
ん
も
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

il:|||:  ||

審婢 鶏鞘 鉾
サマーボブスレー

マウンテンゴーカート

フローラルリフトコスモス

シャト,レバス

アルプの里フラワーショップ

軽食ガレバハウス

高山植物園アルプの里

トレッキングコース

雲の上の美術館

ティーラウンジサントピア

【問い合わせ】
ロープウェー事業所 Th 784-3326

11月 3日 (月 )まで

暮らしなんでも相談室
○サラ金、金融、不動産、相続、医療、家庭問題など暮ら

しの中で生じるさまざまなトラブルや教育、健康、園

芸等の悩みごとに弁護士等の専門家がお答えします。

○相談内容は秘密厳守されます。

○相談料は無料です。

○相談内容と返信用封筒を同封のうえ、郵送してくださ

い。相談用紙はなんでもかまいませんが、パンフレッ

ト (専門相談用紙)も労働金庫本支店の窓日にありま

す。

(郵送先〉

〒 951-8565
新潟市寄居町 332-38 労働金庫本店内
(財 )新潟県勤労者福祉厚生財団
「暮らしなんでも相談室」係

ホームページ (httpノ/www.niigata― rokin.or.jp)で も

相談を受け付けています。

11月 24日 (月 )まで

広報ゆざわ H15。 10。 26  (4)



■
ン
を
章
っ
て
み
よ‐‐う
”　
．
・

モ

デ

ル

し

|ミ

一ケ
■
シ

外
国
人
の
来
訪
に
対
し
て
の
戸

惑
い
や
因
惑
を
な
く
し
、
積
極
的

に
対
応
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
県
の
モ
デ
ル
事
業
も
４
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

前
回
の
異
文
化
交
流
会
で
は
、

国
際
大
学
か
ら
来
ら
れ
た
世
界
各

国
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
役
に
立
つ
簡
単
な
英

会
話
を
メ
イ
ン
と
し
た
研
修
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ

（県
国
際
交
流
員
）

０
内
容

・
役
に
立
つ
簡
単
な
英
会
話
講
座

・
ケ
ー
キ
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

・
文
化
や
習
慣
の
違
い
の
お
話

′

な
ど

０
参
加
費

５
０
０
円

０
参
加
資
格

湯
沢
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方

●
申
込
締
切

１１
月
７
日

（金
）

０
主
催
湯
沢
町
観
光
協
会

０
申
込

・
間
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
会

砒
７
８
５

・
５
５
０
５

鵬
７
８
５

・
５
３
３
３

※
詳
し
く
は
、
お
間
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
１１
月
２
日

（日
）
の

新
聞
折
込
に
入
る
チ
ラ
ン
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

０
期
日
１１
月
１３
日

（木
）

０
日
程
年
後
１２
時
３０
分
～
　
受
付

午
後
１
時
～
　
　
　
開
始

０
会
場
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
一
互
―
オ
ー
タ
二

ホ
テ
ル

●
講
師
メ
リ
ッ
サ
　
ヴ
ｒ
フ
リ
ア
ル

二
浦
雄
一
部

諾
演
会

今
年
５
月
に
世
界
最
高
齢
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦

雄

一
郎

氏
を
お
招
き
し
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

【日
時
】

■
月
１４
日

（金
）

午
後
５
時
　
受
付

午
後
６
時
　
開
演

ｋ
会
場
】

六
日
町
文
化
会
館

（阻
７
７
３

一
５
５
０
０
）

【入
場
料
】

大
　
　
入
　
１
，
０
０
０
円

小
中
学
生
　
　
　
５
０
０
円

，一′ｉ

【主
催
】

三
浦
雄

一
郎
と
と
も
に
実
行
委
員
会

三痛歴― RB氏 ア ロフ ィール

1932年 10月 12日 青森市に生まれる。北海道大
学獣医学部卒業。1964年 イタリア。キロメーター

ランセに日本人として初めて参加、時速 172.084

キロの当時の世界新記録樹立。1966年富士山直滑

降。1970年エベレスト・サウスコル 8000m世界
最高地点スキー滑降 (ギネスブック掲載)を成じ

遂げ、その映画「THE MAN WIIO SKED DOWN
EVEREST」 はアカデミー賞を受賞。1985年世界
7大陸最高峰のスキー滑降を完全達成。2003年 5

月世界最高齢でのエベレスト登頂を達成、同年 8

月北海道功労賞を受賞。アドベンチャー・スキー

ヤーとしてだけでなく、行動する知性人として現

在も国際的に活躍中。2003年 9月 5日、父親の敬
三氏と共に総理大臣表彰を受ける。記録映画、写

真集、著書多数。

理容店、美容店、クリーニング店の

お店選びはSマーク登録店で

Sマークは、厚生労働大臣許可の標準約款制度に従って営業している
お店です。このSマークを店頭に表示してあるお店なら安全、衛生、技術
が保証され、皆さんの信頼できるお店選びの大きな目安となります。ま

た万―の場合、事故賠償基準に基づいた補償も受けられます。

(財)新潟県生活衛生営業指導センター T[と 025-283-5900

厚生労働大臣認可

(5)



権保険者の道円適正月間

１０
月
は
、
皆
さ
ん
が
国
保
の
被
保

険
者
で
よ
い
の
か
見
直
す
月
で
す
。

世
帯
の
中
に
国
保
以
外
の
保
険
制

度

（社
会
保
険
等
）
に
加
入
し
て
い

る
人
が
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
の
被

保
険
者
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
職
場
等
に
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【被
扶
養
者
の
認
定
基
準
】
　

可

①
対
象

例
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
と
同

居

・
別
居
を
間
わ
な
い
人

配
偶
者
、
子

・
孫

。
弟

」
妹
、

父
母

・
祖
父
母
な
ど
直
系
尊
属

ｍ
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
と
同

居
が
条
件
の
人

兒

・
姉

。
お
じ

。
お
ば

・
お
い

。

め
い
な
ど
と
そ
の
配
偶
者
、
配
偶

者
の
父
畳

②
対
象
ど
な
る
人
の
収
入

は
年
収
１
３
０
万
円
未
満

（６０
歳
以

上
ま
た
は
障
害
者
の
方
は
、
年
収

４
８
０
万
円
未
満
）

常
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
の
年

収
の
半
分
以
下

●
別
居
の
場
合
は
、
仕
送
り
額
未
満
。

認
定
に
つ
い
て
は
、
下

表
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

30万円
理由 認定

被保険者の年収は無関係

仕送り額は関係なし。 180万円

被保険者の年収は関係なし。

仕送り額は関係なし。

130万円未満で、被保険

者の年収の半分未満
○

対象者の年収 110万円

被保険者の年収 240万弼

120

被保険者の年収 220万円

1 万

６０
歳
以
下
で
同
居

130万円未満だが、被保

険者の年収の半分以上
×

130万円を超えている ×

130万円宋満で、仕送り

額未満
○

仕送り額 110万円 ~・

仕送り額 1101万円

６０
歳
以
下
で
別
居

130万円未満だが、仕送

り額以上    手 ×

130万円を超えている ×

180万円未満で、被保険

者の年収の半分未満
○

被保険者の年収 220万円

被保険者の年収 240万円

６０
歳
以
上
で
同
居

180万円未満だが、、被保

険者の年収の半分以上
×

180万円を超えている ×

180万円未満で、仕送り

額未満
O

仕送り額 150万円

仕送り額 140万円 =

６０
歳
以
上
で
別
居

180万円未満だが、仕送

り額以上
×

180万円を超えている ×

広報ゆざわ H15.10.26  (6)

※年金や失業給付金なども含め、すべての収入が対象になります。



レ白
Lとんの医療賣

疾病
国保若年者分 国保老年者分

件数 総医療費 件数 総医療費

感染症及び寄生虫症 45 355, 460 12 125, 430

新生物 84 3, 961, 350 69 3, 498, 790

内分泌、栄養及び代謝疾患 198 9, 288, 120 200 9, 237, 930

精神及び行動の障害 80 4, 686, 020 23 1, 376, 690

眼及び付属器の疾患 129 1, 606, 030 93 2, 638, 150

循環器系の疾患 283 5, 479, 460 480 14, 150, 130

呼吸器系の疾患 231 2, 650, 490 42 i 277, 790

消化器系の疾患 497 6, 616, 490 269 3, 791, 890

筋骨格系、結合組織の疾患 189 2, 532, 370 165 2, 408, 500

尿路性器系の疾患 62 2, 786, 230 36 1, 334, 340

損傷及び中毒等 63 2, 574, 900 36 5, 855, 770

その他 190 3, 104, 650 64 3, 410, 370

合計 2, 051 45, 641, 570 1, 489 ,49, 105, 780

平成 15年 5月 診療 病類別受診状況   単位 :円

平
成
１５
年
５
月
の
受
診
状
況
は
、
別
表
の
と

お
り
で
す
。

総
医
療
費
で
は
、
老
年
者
の
方
が
１
件
当
た

り
の
額
が
多
く
、
疾
病
別
で
は
、
老
年
者
は
若
年

者
に
比
べ
て
、
循
環
器
系
の
疾
患
が
多
く
、
消
化

器
系
の
疾
患
は
若
年
者
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

皿
７
８
４

・
３
４
５
３

●

一人当たり医療費

10 20

367

27H14

H13

H12

Hll

平成 14年度 1年間の湯沢町国民健康

保険加入者の

医療1費の1総額は,1?億 4,991万円:
一人当たり医療

.費
は 27万 7千爾

保険税の総額は 3億 1,112万 8千閣:

一人当たり保険税は 6万 9千閣:

でした。
医療費が増えるとその財源である保

険税も上がつてしまい、皆さんの負担

が大きくなります。一人ひとリガ健康

に気をつけることもに医療費の使い

方について、もう一度見直してみま

しよう。

町

県

□

圏

(7)

H10

0

※新潟県の H14は算定中。

30

353

40万円



スナツ

こ
の
日
は
、
運
転
適
性
検
査
検
査

車

「か
が
や
き
号
」
が
役
場
駐
車
場

に
や

っ
て
き
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
約
２０
人
の

方
が
検
査
を
受
け
、
動
作
の
正
確

さ

。
速
さ
、
と

っ
さ
の
と
き
の
判
断

力
、
落
ち
つ
き
、
運
転
時
の
癖
な
ど
、

運
転
上
の
弱
点
に
つ
い
て
具
体
的

に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

と

一
‐
ヽ
こ‥
ｒ

増

一一
一
一
一

甘韓

一

こ
の
日
は
、
湯
沢
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
で
、
湯
沢
中
里
秋
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
中
里
観
光
協
会

が
主
催
す
る
も
の
で
、
村
上
牛
の
丸

焼
き
、
餅

つ
き
大
会
、
雪
遊
び
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
、
訪
れ

た
た
く
さ
ん
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
　
ヽ

茎
球
鍛
象
理
軽
蓋
轟
｝

ウ４
一

スナツ

広報ゆざわ H15,10.26  (8)



Ｌ
は
楽
Ｌ
t

ん
な
に 七

南

魚
沼

の
地
域

づ
く
り
団
体

「魚
野
川
楽
校
」
で
は
、
地
域
お
こ
し

の
意
義

と
楽
し
さ
、
手
法
な
ど
を

紹
介
す
る
た

め
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ

プ

（共
に
考
え
活
動
す
る
場
）
体
験

会
を
開
き
ま
す
。

「南
魚
沼
の
水
」

を
テ
ー
マ
に
い
ろ

い
ろ
な
手
法
を

紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】

Ｈ
月
９
日

（日
）

午
後
―
時
３０
分
～
５
時

【場
所
】

サ
ン
ラ
イ
ズ
六
日
町

【参
加
黄
】

無
料

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

魚
野
川
柴
校
連
絡
事
務
局

（ア
ト
リ

エ
Ｔ
Ｃ
　
佐
藤
）

砒
７
７
５

ｏ
３
６
０
０

南
魚
沼
を
訪
れ
る
観
光
客

の
方

に
、
郡
内

の
名
所
旧
跡
や
主
要
な

祝
光
地

の
説
明
が
出
来

ま
す
か
。

観
光
客

と
の
接
し
方
や
観
光
案
内

の
仕
方
な
ど
を
、
現
役

の
バ
ス
ガ

イ
ド
さ
ん
が
分
か
り
や
す
く
教
え

し
ま
す
。

【
日
時
】

。
第
十
回

Ｈ
月
Ｈ
日

（火
）
　

　

　

　

″

午
後
２
時
～
４
時

。
第
２
回

Ｈ
月
２０
日

（木
）

午
後
２
時
ヽ
４
時

・
第
３
回
　

Ч

Ｈ
月
２７
日

（木
）

現
地
実
習

※
現
地
研
修

の
詳
細
は
第
２
回
講

習
時
に
連
絡
し
ま
す
。

・
第
４
回

‐２
月
４
日

（木
）

午
後
２
時
～
４
時

（４
口
で
―
講
座
で
す
。
）

【場
所
】

六
日
町
文
化
会
館

【講
師
】

南
要
　
友
美
さ
ん

【受
講
料
】

無
料

（但
し
、
現
地
研
修
時
の
入

場
料
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。
）

【定
員
】

４０
人

【申
込
期
限
】

Ｈ
月
１０
日

（月
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
振
興
事
務
所

租

７
７
２

●
２
６
６
２

（内
線
２
２
８
）

所
得
税
は
、
納
税
者
の
方
が
自

ら
工
し
い
所
得
を
計
算
し
て
申
告

を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

農
業
所
得

に

つ
い
て
も
、
自
己

の
収
入
金
額
及
び
蜂
妥
経
費

に
基

づ
い
て
計
算
を
す
る
収
支
計
算
が

原
則
で
す
。
こ
の
収
支
計
算

の
具

体
的
な
や
り
方

に
関
す
る
説
明
会

，

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

晨
業
所
得

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

Ｈ
月
Ｈ
日

（火
）

ヽ

日
月
２十
日

（金
）

午
後
―
時
３０
分
～
３
時
３０
分

【場
所
】

Ｊ
Ａ
湯
沢
町
２
階
大
会
議
室

【講
師
】

小
十
谷
税
務
署
職
員

【聞

い
合
わ
せ
】

小
十
谷
税
務
署

個
人
課
税
第

一
部
門

砒
０
２
５
８

●
８３

・
２
０
９
３

税
務
課
住
民
税
係

租
７
８
４

●
３
４
５
２

・名
所‥
案
内
人
養
蔵
講
座

相談の種類― 相談時間 .11月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00ヘン17:00
(上 日祝日。年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30へ″16:00
4日 ,10日,17日
25日 , 27日

医 療 13:30へ,15:30 5日

痴 呆 14:00～ 16:00 19日

公的年金・保険 13:30へ″15:30 4日

税  金 10:00へ″12:00 14日

健康・介護 10:00ヘン16:00 13日

島船者 とその家族のよろず相改
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方軍が抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けして:います。

本日目漿電言舌  025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階)

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

「介護保険サービスに不満があるときはどうする ?」
「白内障と緑内障」

テ レホ ンサービス
8025-28卜 5550(24時間年中無休)

日

日

６

２

月

月

１

２
”

”

日

日

10月 31
11月 17

(9)



●
は【

日
時
】

Ｈ
月
５
日

（水
）

午
後
―
時
～
４
時

【場
所
】

小
出
町
ボ
ラ

ン
テ

イ
ア
セ

ン

ダ

ー【内
容
】

講
演

「障
害
を
持

っ
た
子

へ
の
理
解
と

支
援
」

【講
師
】

新
田
　

初ヽ
美

氏

（は
ま
ぐ
み
小
児
療
奏
セ
ン
グ
ー

診
療
部
長
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

障
害
児

（者
）
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

（湯
之
谷
村
）

砒
０
２
５
７
９
●
３
●
２
８
５
６

【
日
時
】

Ｈ
月
８
日

（土
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時

【
場
所
】

魚
沼
学
園
、
魚
沼
更
生
園

（小
出
町
大
字
十
日
町
１
４
０
３

‐
―
）

【内
容
】

ｉ
Ｓ、
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

（児
童
・

園
生
の
歌
、
用
り
）
、
作
品
展
示

・

即
売
、
バ
ザ
ー
、
喫
茶
な
ど

【
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
学
園

。
魚
沼
更
生
園

ＴＥＬ

０

２

５

７

９

●
２

●
０

８

４

６

今

回
は
土
博
保
育
園
長
が
、
子

´
育
て
の
と
ン
ト
や
保
有
園
の
様
子
、

子
育

て
論
‐な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

後
半
は
み
ん
な
で
、
日
ご
ろ
惑
じ

て
い
る
こ
と
や
思

っ
て

い
る
こ
と

を
気
軽

に
お
し
ゃ
べ
リ
ビ
，ま
せ
ん

か
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】

Ｈ
月
２０
日

（木
）

午
前
１０
時
～
工
午

【場
所
】

湯
沢
町
公
民
館
３
階
会
議
室

【
対
象
】

子
育
て
中
の
保
護
者

と
そ
の
家

族
【
講
師
】

土
樽
保
有
園
長

【申
込
期
限
】

Ｈ
月
７
日

（金
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

奉
保
育
園

子
有
て
支
援
セ
ン
ダ
ー

砒
７
８
０

ｏ
６
１
６
３

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ル
ク
が

蜂
要
な
方
は
、
お
湯
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

ヽ
ヽ
い
。

ア
ト
ピ
ー
に

つ
い
て
、
聞

い
た

り
話
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
お
持
ち
の
方
、

初

め
て
聞
く
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
ヽ
ヽ
い
。

【
日
時
】

Ｈ
月
８
日

（土
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時

【
場
所
】

湯
沢
町
公
民
館

【内
容
】

詩
演

（講
節
…
官
の
上
鍼
灸
所

中
島

穴
）

フ
リ
ー
ト
ー
ク
他

【申
込
期
限
】

Ｈ
月
７
日

（金
）

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
来
ら
れ
る

方
に
は
託
兄
が
あ
り
ま
す
。

申
込
が
覺
妥
で
す
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｒ
７
８
４

●
３
に
４
９

５
日

（水
）

相
談
員

『丈夫な筋肉 (転びにくい身体 )づくり』『丈夫な骨 (痛みがな

くたこえ転んでも骨折しない身体 )づくり』の教室です。全身を

動かし、運動後の爽快感を体感しましよう。

【日程】

【参加費】 100円 (申し込みは不要)

【間い合わせ】在宅介護支援センター TEと 784-3000

井
熊
杉
本

参
夫
芳
枝

‐２
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
冶

高
橋
ト
ミ
エ

腑
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

南
要

ミ
ヨ
ン

２６
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

杉
本
　
方
枝

【
会
場
】

総
合
福
社
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

工「フ。
１０
日

（月
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【
場
所
】

湯
沢
町
公
民
館

会  場 期 日 時  間
神立中央会館 (栄町) 11日の 25日の 9 : 30ヘン11 : 00

神立中央集会場 (田中) 7日◎ 21日◎ 10 : 00ヘン11 : 30

農山村開発センター 10日⑤ 17日Θ 10:00ハツ11 :30

松川生活改善センター 5日⑪ 19日⑪ 10:00ヘン11 : 30

下湯沢公民館 12日⑪ 26日⑪ 10:00^ン 11 : 30

□―プウエー事業所 6日⑥ 20日⑥ 10100-11 :30

総合福祉センター
4日の 18日の
13日⑥ 27日⑥

10: 15-11 :45
10: 15ヘツ11 :4E

■ぜ

1

ア
卜‐

t

つ

ど

|

月

ヽ
と

日

|

月

の
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区 分 出  し  方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・ 神 立 三 国 ・ 三 俣
み可  燃 1注)のとおり。 O・ ⑪・④ (3日・ 24日休み) ⑪・⑥・① (29日休み)

11日・ 25日 14日・ 28日 12日・ 26日ダ ン ポ ー ル 13日・ 27日組を十字にかけ

る。 6日 4日 7日 5日紙 類 ・ 布 類

ぺ ,ッ ト ボ ト ,レ 20日 18日 21日 19日

空   き  缶 4日ギ 6日 5日 7日
13日 12日 14日空 き び ん ■ 日

その他の不燃ごみ

不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。 18日 20日 19日 21日

t注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定ごみ袋で出すようお願いします。
◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んで、外から見えるようにマジックで「ガラス」等と書いて指

定ごみ袋に入れて出してください。                  フ

◎いずれのごみも、重さ 10Kg以下で出してください。                 ′

◎収集日の年前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。
‐
◎ビン・ぺ・ットポトル等は中を水洗いして出してください。     ~    タ

～ 罐 翻 ⑬ 翻 ∞

※問い合わせ 住民課環境生活襴□784-3453

※問い合わせ 保健 ンター (総合福祉センター内日 784_3149) レ

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内□784-3149)

◎替参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具
◎必ず実施時間内においでください。機種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧 ください。

日 種 目 対 象 時
/  
間 ▲

泰 場

4の ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 1011Xl-14:00 や す ら ぎ 荘
｀
13:30-15:30 保 健 医 療 セ ン タ ー5⑪ Iジ ハ   ビ   リ
13:30-15:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー6⑥ 心 の 健 康 づ く り 講 座 関心のある方

11の ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00ヘレ14:00 や  す  ら′ ぎ  荘
12⑪ I) ハ ビ    リ 13:30ヘン15:30 保 健 医 療 セ ン タ ーメ

精神に障害をお持ちの方 10:00ヘフ14:00 や す ら ぎ 荘18⑪ ふ れ あ い サ ロ ン

13:30へ′15:30 保 健 医療 セ ン タ ー19⑪ 1) ハ   ビ   リ
13:00へ″13:15 総 合1福 祉 セ ン タ ー20⑥ 3歳 6ヶ 月 児 健 診 H12.4月 ・5灯生まれ

25⑪ 心 の 健 康 づ く り講 座 関心のある方 9:30～ 11:30 魚 1 野  の ,家
26⑪ 心 の 相 談 会 申込者 14:00～ 16:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー

H15.1月 ・7月 生ま河 13:00ヘン13:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー27⑥ 乳 児 健 診

H15,3月 ～ 5月生まれ 10:00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー28④ 離 乳 食 教 室

保 健 衛 生 行 事

会 場 。 時 間日 種 類 象対

生後 3～ 90ヶ 月の間に 6週間以上の間隔をあけて 2回接種
(通常は春と秋に接種)

4⑪ ポ  リ  オ

⑪ 三 種 混 合
1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回接種
1期追加 :3回目接種後、おおむね 12営 18ヶ 月おいて 1回接種

生後 12～ 90ヶ 月の間に 1回接種

(原則は、麻しんを受けてから風しんを受けます。)
18⑪ 風   し  ん

25⑪ ツベルクリン反応 生後 3ヶ 月以降 4歳未満

保健医療センター内

健康増進施設

14:00～ 15:00

27④ B   C   G
4歳未満のツベルクリン反応検杢で陰性時
(1歳未満で受けることが望ましい)

予 防 接 種

予
―
の霊ましい

受け方の順序
①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑤風しん ⑥日本脳炎

(11)



日 受 付 時 間 内  科 外  科

10
12:00  ～ 18:00

18:00｀翌朝 6:00

tヽ と う ク Iプ ニ ッ ク 団 770-0303
六
十
百
!1賄
二:=病.1碗…

Ⅲf囲 772二 :募111
六 日 町 病 院

点 !■ 日】!町 1糖I!.院

20
9:00  ～ 16:00

18:00～翌胡.6.:001
団 773-6688
-団777‐ 2111‐ i

休 日 救 急 診 療 所

.ゆき.ぐ ti太・和:総合声丙:院
休 日 救 急 診 療 所

・やど
―
ヾに大和1総磐携続

30
9:00  ～  16:00

18:00～翌車月6:001

休 日 救 急 診 療 所 団 773-6688

本i‐綱  町 .蒲・ 院 ―i園守72-・写ili― |

休 日 救 急 診 療 所

=大
 駐エー■町  病  院|

8①
12100  ～ 18:00

18:∞ ～翌朝 6:00●

中 澤 医 院 囲 773-3211

■ゆぎそに大和総
:答
病.院i_函帝77-.2111.―

ゆきぐに大和総合病院―
ずきぐ正天れ総合1希1携・

90
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6・ :()0

休 日 救 急

六._■日
i■
町

診 療 所  囲773-6688
病.■:院■1国772.■71■

休 日 救 急 診 療 所

六 :|い  町
=病
二■院

15① 12:00  ～ 18:00
18:00～翌朝‐6:00,

城 内 病 院 団775-2009

六●I日  町 .癌iF院‐・園 7721171■ .

六 日 町 病 院

大●1日 ‐町 ._病● 院

160 9:00  ～ 16:00
18:00-翌車月‐6・ :・00

休 日 救

ゆきぐに

急 診 療 所 団773-6688

大和:総:合:着1碗  回 777・■21111
休 日 救 急 診 療 所

■ゆ'き ぐに大・和練春病院

22① 12:00  ～ 18:00
18:00～翌車月6:00

坂 内 医 院 □ 776-2015

1ゆ きぐに大和総.合病院 ‐国解 :■ 21■

ゆきぐに大和総合病院
■ゆ|き ぐに大和:総i合病:院

230 9:00  ～' 16:00

18:00～
'翌事月6:00

圃 773-6688

園 772'7111-
休 日 救 急 診 療 所

六  日 町  病 ●・院
休 日 救 急

・六 ・ 自 町
診 療 所

病 =院・

240 9:00  ～ 16:00
18:∞ ～翌朝 6:00

団 773-6688

霞 777古:2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐ―:こ 大和総合病:院

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐ止大和総合病1院||

29① 12:00  ～ 18:00
18:00.～翌朝 6100 十日

囲782-0524

団 77214171■

荒  川 診
・
療 所

獅  病i:院―
日 町 病 院

日・ 町  滑  院・″ ヽ

300 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝Ci00

休 日 救 急 診 療 所 団 773-6688

ゆきぐに大和:総合病院 遍呼7-21111
休 日 救 急 診 療 所

:bき ぐに大和総全病院

※問い合わせ 日曜・祝日⇒休日救急診療所 TEL 7 7 3-6688
その他の日→魚沼消防本部  T[と 782-1991

(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療 →斎藤記念病院 祀 773-5111
|十月の救急診療当番
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●保健医療センターでは留 時間、救急患者を

診療する体制をとつていて、当番にあたっ

ていない日でも対応しています。もし救急

で受診されたい時は、まず保健医療セン

ター (L780-“電)までご連絡ください。
ホームページ (http:〃 yuzawamed.jp/)で保

健医療センターの利用等についてご覧いた

だけます。

鰺甥⑬鶏簸鬱
9月届出分 10月 1日現在  価年上と)

出生

死亡

転入

転出

8

4

36

28

男

女

計

世帯

4,372

4,531

8,903

3,155

(-29)

(-58)

(-87)

(- 8)
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